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アジア教育友好協会の活動をマンスリーにお届けします。 

 7/2、福井県三国北学校で

AEFAスタッフと福井支部長

松本盛博先生による出前授業

が行われました。 
 
①ベトナムの小学５年生   

 チュック君の1日の生活 

 （ＤＶＤ） 
②三国北小の子ども達の生活 
③チュック君との生活の比較

(時間割表を使って） 
④勉強することの意味 
 

 まず『ベトナムの友達の生

活』について、AEFAオリジ

ナル作成のビデオを視聴。 
「チュック君は、毎日早く起きて

水くみをしたり、掃除をしたり、食

事の準備や片づけの手伝いをし

ていてすごいなあと思いました。

電気もないのに一生懸命勉強を

しているのを知って感心しまし

た。」（６年生浅田さんの感想） 

 次に、１日の生活時間割表を使

い、三国北小のみなさんの生活

とチュック君の生活の違いを考

えました。電気の無い村に住む

チュック君は、夜明けと共に起

き、宿題は日が沈む前に終わら

せて、夜は早寝・・・。また、

朝１時間半、夕方２時間、毎日

家族の一員として色々な家の仕

事もしています。「一番の違い

は、お手伝い。三国北小の子ど

もたちも、２/３以上の子がお手

伝いをしていると手を挙げ、そ

の内容を発表してくれました。

でも、１日２０分程度のお手伝

いとは、比較になりません。そ

の時間の長さに子どもたちもビックリ！」 

（三国北小青木校長先生）  

 

 最後に、松本先生が『皆さんは、坂井市三国町に生ま

れ生活でき、素晴らしく環境の整った学校で勉強ができ

ることを喜ばなければなりませんね。感謝の気持ちを持

ちましょう。』と締めくくって下さいました。 水汲みにそうじと、朝から 

大忙しのチュック君 

 また、学校が無かったり家の都合で学校に通えず、自

分の国の文字が読めない子どもがまだまだ世界にたくさ

んいる実情を、三国北小のみなさんにも体験してもらい

ました。 

 それぞれ｢毒」｢薬」「石鹸水」とベトナム語で書かれ

たペットボトル。（｢毒」にはお酢が入っています。） 

さあ、無事｢薬」を選ぶことが出来るでしょうか・・？ 
 「薬を選ぶ役に選ばれた、６年生の坪内さんと５年生

の濱さんは、ペットボトルに書かれた文字、ベトナム語

が分かりませんから、蓋を開けて臭いをかいだりしてい

ましたが、字を読んだり書けたりすれば、このような行

動をとらなくても、今必要な薬を瞬時にして見分け持ち

帰ることができるのですよね。」 

（三国北小青木校長先生） 
 文字が読めないというこ

とは、大切な命にもかかわ

る・・ということを実感し

てもらえたようでした。 
 

 全国海外子女教育・国際理解教

育研究協議会の全国大会で、昨年

度６年生社会科で｢世界で共に生

きるAEFAの国際協力」の実践を

行った横浜市立二俣川小宮野先生

と共同発表。子どもたちが問題意

識を持ち、主体的にかかわる考え

方や態度を養うことを目標に、国際協力を考えた授業を

紹介、子どもたちの反応や意見も紹介しました。 
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も し も 文 字 が 読 め な か っ た ら ・ ・ ？  

おそるおそるペットボトルの 

においをかいでみる 

大好きな学校で勉強 

電気は無いので、宿題は明

るいうちにすませます 

8 / 1  全海研 全国大会で事例発表 

8/22  文科省主催研修で理事長が講演 

宮野憲一郎先生 

ありがとうございました！ 

商社マン時代の勇姿と 

エピソードを紹介！ 

「在外教育施設派遣教員登録者 

研修会」(主催：文部科学省） 

に於いて、去年に引き続き  

AEFA理事長 谷川が「商社員と 

NGO活動からの提言・アドバイ 

ス」を、１時間に亘り168人の 

先生方にお話させて頂きました。 

笑いあり、耳に痛い？意見あり 

先生方も身を乗り出して聞いていました。 
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 ラオスの「とうがらし」と「かぼ

ちゃ」、どれだけ大きく育ったでしょ

うか・・？？ 

 

 福島県東館小のとうがらしは、

「他の草にまぎれて消えてしまいま

した」（宍戸校長先生談）とのこと 

ざ、残念です・・・！！ 

 AEFAのとうがらしは水不足で萎

れたりと幾多の困難を乗り越えて、

遠藤専務理事宅の4つのプラン

ターで大事に育てられています。

30ｃｍほどに生長しましたが、一向

に花がつく気配がないのが気がか

りです・・・ 

 宮崎県日南市でも、AEFA正会

員大石孝裕さんが、地元の育苗専

門家と協力して、なんとか実を生ら

せようと、大変努力してくださって

います！！ 

 「生長した割に茎が細く、弱い感

じがします。花もまだついていませ

ん。しかしこれからが勝負ですので、太陽に当て、水、肥料に

気をつけて育ててみます。」（大石さん談） 

 

 福島県東館小のかぼちゃは、校長室の窓を覆うように
育っています。実も大きい物は１０ｃｍ弱、その他３個ほ
ど大きくなり始めています。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 横浜市橘幼稚園では、生命力もたくましく、とぐろを巻
くように園の畑で育っています。小さな実もなりそうでし
たが・・その後の生育が不調とのこと。 
がんばれ！かぼちゃん！！ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 武蔵村山第八小では、毎日のように栽培委員の子供たち
が水やりに来て、愛情いっぱいに育てられています。雌花
がたくさんついているので、人工授粉を試みるそうです。 

日本のフレンドシップ校の先生方が現地訪問！ 

 AEFA初！日本の先生方が、来る９月の連休を活用して現地

交流校を訪問。日本を紹介する交流授業を行います。子ども

たちや先生方・村人との交流、「日本の運動会を紹介したい」

「校歌を一緒に歌い、同じメロディで現地の学校の校歌を作り

たい」「現地で竹細工や手織物を学びたい」・・現地の先生や

子どもたちにとっても、貴重な経験となります。 

現地視察は、授業指導案・国際教

育教材にまとめて実践すると共

に、「第四回AEFAフォーラム」で

事例発表をして戴きます。 

*この事業は、三菱UFJ国際財団

様のご支援を受けています。 

 

～フレンドシップ校の先生方へ～ 

９月以降の予定について 

夏 休 み 企 画 ！  
ラ オ ス の 「 と う が ら し 」 と 「 か ぼ ち ゃ 」 生 長 日 記  

☆9月   日本からの作品を、AEFA事務所へ送ってください 

    9/19～ ベトナム・ラオス・タイへ出張予定です。   

   スタッフが現地へ持参いたしますので、９月初旬ま  

   でにお送りくださいますよう、宜しくお願いいたします。 

 

☆11/1(日）  「第四回AEFAフォーラム開催」 

         ご参加をお待ち申し上げます！！ 

 
☆12月  アジアからの作品をお届けします 

 

*授業や活動への取り組み、アジアの情報や写真資料提供な

どのご相談は、お気軽にご連絡ください。 

* SKYPE（インターネット通信） を用いた授業も行っていま

す。カメラの初期費用のみで、無料で通信できますので、今後

も活用していきたいと思っています。 

8/24 東館小のかぼちゃ 校長室を覆いそうな勢い 

7/14 実がなりそうでしたが、、、 

二俣川小 小林宏先生 

8/5 宮崎県日南市にて 

8/17  

 花芽もつかな

い・・・ 

 ブラジル原産

のとうがらしは

もう白い花が

咲いているとい

うのに・・・ 

畑のお世話をしてくださる渡邉さん 

8/16 AEFA 遠藤家にて 

7/7 AEFA 鉢に植え替え 

AEFAで発芽！感動！！ 

用務さんが、網棚を作って 

くださいました 
今年は、雌花の花芽が 

たくさんついています 


